
■土地の細分化を防げ■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 352号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

オンラインの議論をご希望の方は、気軽に返信ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：1/23・みんなの家シンポジウムのご案内 

 

いよいよ今度の日曜日、オンラインで参加できるシンポジウムのお誘いです。 

先日の告知で、僕の書いた紹介文なのに「伊東豊雄」と署名してしまい、申し訳ございませんでした。 

今回は、法人からの正式コメントをご紹介します！ 

（NPO法人HOME-FOR-ALLは、所在地：笑恵館、事務局長：松村です） 

 

・・・・・・・・ 

「みんなの家シンポジウム ーみんなの家って何だろうー」 

http://www.home-for-all.org/symposium 

伊東豊雄氏ら建築家 20名が登壇、仙台・熊本・サテライト会場をオンラインで中継。 

2011 年の東日本大震災の被災地では 16棟、2016 年の熊本地震の被災地では 100棟余りの「みんなの家」がつ

くられました。 

それらの多くは仮設住宅団地の人々のコミュニティの場として利用されましたが、既に解体された家や移設さ

れ、再利用されている家もあります。 

東日本大震災から 10 年、及び熊本地震からは 5 年が過ぎた今、「みんなの家」とは一体何だったのか、今後ど

のような可能性を秘めているのかを、熊本と東北をオンラインで結んで話し合うシンポジウムを開催します。 

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う、出演者やプログラムの変更、中止等に関しては、Home-For-

Allのウェブサイトでお知らせします。 

 

■開催日時：2022年 1月 23日（日）14:00-17:00（2部制） 

1部「みんなの家って何だろう」14:00-16:00 



2部「新しいみんなの家をつくろう」16:00-17:00 

■本会場（以下の 2カ所）※本会場では COVID-19（新型コロナウイルス感染症）対策を実施 

東北会場：せんだいメディアテーク 1階オープンスクエア 

熊本会場：ホテル熊本テルサ 1階テルサホール 

■サテライト会場（オンライン中継のみ、会場での聴講は不可） 

東北：新浜のみんなの家、相馬こどものみんなの家 

熊本：益城町木山のみんなの家、大津町高尾野のみんなの家、西原村袴野集会所 

■登壇者： 

せんだいメディアテーク会場：伊東豊雄、妹島和世、山本理顕、柳澤 潤、大西麻貴、百田有希、近藤哲雄 

東北サテライト会場：アストリッド・クライン、マーク・ダイサム、久山幸成、古林豊彦 

ホテル熊本テルサ会場：桂 英昭、末廣香織、曽我部昌史、塚本由晴、岡野道子 

熊本サテライト会場：内田文雄、西山英夫、千葉 学、山室昌敬 

■参加費：無料 

■申込受付： 

オンライン・東北会場 http://www.home-for-all.org/symposium 

※申込期限：2022年 1月 22日（土）17:00（定員に達し次第締切） 

 熊本会場 https://rmp.co.jp/oubo 

・・・・・・・・ 

 

実を言うと、オミクロン株急拡大に伴い、開催の最終決定を明日行います。 

どうか無事開催できますように！ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログより：土地の細分化を防げ 

 

ＬＲは Land Resource（土地資源）の略で、僕が運営する一般社団法人日本土地資源協会の略称だ。 

この法人を設立したのは 2012年のこと。 

当時、世田谷区産業振興公社内で運営していた「起業創業支援事業せたがやかやっく」の起業セミナーに、Ｔ

さんが参加したことがきっかけだ。 

Ｔさんから、後に「笑恵館」として実現した自宅の利活用と、それをこどもに相続せずいつまでも継続したい

という相談に、僕の出した答えが「土地所有の法人化」だった。 

だが、この法人を作るにあたり、「笑恵館の永続運営」という目的を掲げる気にはなれなかった。 

それは、そんなちっぽけな目的をいつまでも守り続ける自信が無かったためだ。 

だからこそ、あえて僕はこの法人に「日本土地資源協会」という仰々しい名前を付けることにした。 

・ 

もちろん法人の名称は、その目的と事業内容を表すことになる。 

Ｔさんが願う「土地建物の利活用」を、大きな家を一人暮らしで持て余し、やがて空き家になってしまう「空

き家予備軍」と位置付けて、「空き家を産まない社会」を目指すことにした。 

空き家という症状に対処するのでなく、空き家を生む原因そのものを解消したい。 

空き家が生み出す迷惑に対処するのでは、良い空き家を目指すことになる。 

僕は空き家そのものを悪として、一定比率以内なら必要悪として許容できても、随所で増え続けることは許せ



ないと考えた。 

だが、笑恵館は本当に空き家の発生を防ぐためにやっているのだろうか。 

答えは明らかにＮＯだった。 

・ 

やがて、空き家を生み出す原因に「相続」が関係していることに気が付いた。 

土地や建物を有効活用してくれる人が相続するならいいのだが、現状の相続制度にそんな義務は見当たらない。 

そもそも、相続人は利活用の継承者でなく血縁者を原則とし、財産を譲る側の意思でなく、引き継ぐ側の権利

を定めているにすぎない。 

つまり、土地を譲る側でなく、譲られる側に対する義務や権利を定めたものだ。 

まさにＴさんの相談にもあった「こども達に相続せず」の実現こそが、土地建物の永続利活用に不可欠なのか

もしれない。 

だが、ここでも僕は違和感にとらわれた。 

相続しないことは、あくまで方法であり目的ではない。 

ましてや、土地の利活用を継承するこどもへの相続を否定する気など、毛頭ないのだから。 

・ 

だが先日開催した「ＬＲ新年ミーティング」で、僕はついにこのジレンマから抜け出した。 

会議の参加者から飛び出した次の言葉が、僕の頭に落雷した。 

「日本土地資源協会は、これからも土地を細切れから守って欲しい！」と。 

空き家にならないようにすることや、相続せずに引き継ぐことは、一体何のためなのか。 

それは、空き家や相続の何が悪いのか、それらがもたらす何が悪いのかを、明確にすることだ。 

「土地が細切れにされること」こそが、まさにその答えだ。 

そもそも「土地利用の永続性」とは、いつまでも細切れにされず、一体の土地＝地域として利活用されること

だ。 

・ 

こうして今年のＬＲの行動指針は、頭の中で「土地の細分化を防げ」に決定した。 

そして今日の話は、そのプロセスの実況中継だ。 

地主の学校を書き上げたというのに、まだこんなジレンマを抱えていたなんて、本当にお恥ずかしい。 

でもこれで、本を片手に日本全国を飛び回る勇気が湧いてきた。 

いっちょ、やるか。 

 

https://nanoni.co.jp/20220115/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い＋今後の予定 

【凡例】◎：申込優先、〇：申込必要、×：参加不可、下記以外の時間はすべて応相談 

 

■今週の予定 

（火）01/18 いづみ（横浜）作業日 

交流◎：10-17時 いづみ PJTオープンデイ、説明会（反町） 

（水）01/19 なのに（自宅）作業日 

（木）01/20 笑恵館（世田谷）作業日 



交流◎：13-18時 笑恵館なるほどデイ（笑恵館） 

交流〇：18-20時 笑恵館完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

会議〇：20-21時 一宮庵クラブ運営会議（成城） 

（金）01/21 なのに（自宅）作業日 

（土）01/22 笑恵館（世田谷）作業日 

交流◎：09-17時 よろず相談会（笑恵館） 

（日）01/23 HFA（仙台）作業日 

交流〇：14-17時 みんなの家シンポジウム（仙台・熊本・zoom） 

（月）01/24 なのに（自宅）作業日 

会議×：21-23時 京島まつむら塾（zoom） 

 

■定例の予定 

毎週月曜日 21-23時 〇京島MTG（zoom） 

毎週火曜日 10-17時 ◎いづみ PJTオープンデイ、説明会（反町） 

毎週土曜日 09-17時 ◎よろず相談会（笑恵館） 

第１土曜日 10-11時 ×100smile会議（zoom） 

第２水曜日 08-10時 ×ＡＲチームMTG（zoom） 

第２木曜日 16-17時 〇日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

第２木曜日 17-19時 ◎笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

第２金曜日 19-20時 ◎カプラー起業交流会（zoom） 

第３木曜日 13-18時 ◎笑恵館なるほどデイ（笑恵館） 

第３木曜日 18-20時 〇笑恵館完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

第３木曜日 20-21時 〇一宮庵クラブ運営会議（成城） 

第４木曜日 17-19時 ◎笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

第４金曜日 10-12時 ×京島まつむら塾（zoom） 

第４日曜日 10-14時 〇名栗の森オーナーシップクラブ月例会（飯能） 

 

■今後の予定 

02/01 販売○：地主の学校販売開始 

02/06 交流〇：10-14時 名栗の森オーナーシップクラブ 1月例会（飯能） 

02/12 交流○：地主の学校セミナー（墨田） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(取締役平社員) 



〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 

 


